
道の駅「朝日」リニューアルに関する説明会

※詳細構造は今後の設計により変更になる場合があります。

敷地全体を回遊する「まゆの小道」

を計画することで、施設間のつなが

りを持たせます。

1.まゆの小道

まゆの小道に沿って各機能に合った

場所に建物を配置し、園地と駐車場

を分けた歩車分離の計画とします。

2.建物配置
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1. 施設整備コンセプト

みんなでもてなし、みんながたのしい「6つのコンセプト」

みんなでもてなし、みんながたのしい、人々があつまる “まほろば”
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2. 施設配置計画図

朝日きれい館

国道７号

新アクセス道路

民間活用スペース

販売棟

（道路休憩施設）

（国整備駐車場）

（国整備駐車場）

小型駐車場小型駐車場

小型駐車場小型駐車場

EV急速
充電器
EV急速
充電器

駐輪場駐輪場

バス停バス停

自動二輪自動二輪

搬入駐車場搬入駐車場

遊具エリア遊具エリア

EV
充電器
EV
充電器

身障者用
駐車場
身障者用
駐車場

小型駐車場小型駐車場

大型駐車場大型駐車場

車両出入口車両出入口

食堂棟

「道の駅朝日」「道の駅朝日」 園地園地

体験交流
センター

まほろば温泉
ほんわ館

まほろば夢農園

屋根付き
多目的広場

ナーサリー
ガーデン

豊かな既存緑地を活かした自然豊かな公園緑地 様々なヒト、モノ、コトの交流が賑わいを生む、
魅力ある道の駅

子育て世代を応援する「子育てバリアフリー」な道の駅
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施設間連携を強化し、持続可能な運営を支える道の駅3

村上市の気候風土と調和し、⾧く愛される
持続可能な道の駅4 災害時もヒト、モノ、コトが集まる安心安全な道の駅5

そこにある魅力的な環境を最大限に活かし
地域内外の人々が集い、交流し、楽しみ、豊かな自然の恵みと文化を感じられる
村上市の魅力の詰まった道の駅とします。

現道の駅朝日には多種多様な魅力ある施設、自然があります、一方で利用率が少ない施設もあります。
私たちはこの場所に新しい施設をつくることで、地域内外のヒト、モノ、コトを呼び込み、
多様な施設の相乗効果により多くの交流が生まれる道の駅を以下 6 つのコンセプトにより実現します。

現在、日本海沿岸東北自動車道（日沿道）の延伸が行われており、朝日まほろば IC から
あつみ温泉 IC 間の開通に向け事業が進んでいます。
この日沿道の延伸により、国道７号や国道１１３号、３４５号などとともに「国土の骨
格を形成し、村上市と全国各地を結ぶ高速ネットワーク」が出来上がり、交流の場の創
出や資源を繋ぐネットワークづくりが求められています。
そこで、日沿道からのアクセス道路を整備し直接アクセス道から乗入れできる計画とし、
新潟と東北を結ぶゲートウェイの役割をもった道の駅朝日をつくります。

敷地全体の基本構成

0. 計画の背景・目的
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販売棟販売棟

販売棟

園地

身障者用駐車場

バス停自動 2輪専用駐車場

食堂棟食堂棟

売り場は道路や駐車場に対して
広く開き、深い軒下も屋外販売
スペースとして利用可能な計画

村上市公共建築物等における県産材利
用推進に関する基本方針に則り、構造
形式は木造とし県産材の活用による木
のぬくもりあふれる室内空間を計画

食堂は園地に向かって開き、緑地
空間を眺められる落ち着きのある
非日常空間を演出
外にはデッキテラスを計画

太陽光や地中熱を活用した
環境配慮型道の駅として計画

災害時には避難所の他に
情報の発信拠点となる計画

子育てバリアフリーな施設
とするため、授乳室やおむ
つ替え室を計画し、子育て
支援スペースを確保

ユニバーサルデザインの
徹底を行い、誰もが使い
やすい施設を計画

観光案内所は利用者の目
に留まりやすい販売棟の
出入口に面して計画

分棟とした施設中央に配置した道の駅のエ
ントランスでもある半屋外の「雁木広場」は、
人々を迎え入れ、出会う、交流の場となり、
賑わいを創出
屋根のある雁木広場は各種イベントや屋外
販売スペースとして利用可能で敷地中央の
園地へのゲートとして機能

建物近くに屋根付きの
身障者用駐車場を計画

テイクアウトコーナーに
面して休憩スペースを計画

【駐車場から施設全体を見たイメージ】

3. 施設平面計画図

4. 施設イメージ
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